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『東商婦人』創刊から『東商LADY』第10号までの歩み

東
商
婦
人
　
創
刊
号

東
商
婦
人
　
第
2
号

東
商
婦
人
　
第
３
号

東
商
婦
人
　
第
４
号

　
平
成
3
年
第
一
次
平
成
不
況
の
中
『
東
商
婦
人
』
は
東
商
婦
人
部
の
活
動
、
そ
の

年
の
方
針
な
ど
を
会
員
の
皆
様
と
多
く
の
商
工
会
議
所
会
員
へ
の
伝
達
、
婦
人
部
会

員
相
互
の
情
報
交
換
な
ど
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
、
「
女
性
の

時
代
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　
年
1
回
発
行
さ
れ
て
き
た
『
東
商
婦
人
』
は
12
号
を
か
ぞ
え
、
そ
の
間
に
は
東
商

婦
人
会
「
45
周
年
」
「
50
周
年
」
の
活
動
報
告
を
掲
載
、
そ
の
つ
ど
新
し
い
活
動
の

方
向
を
紙
面
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
紙
面
に
登
場
し
た
皆
様
は
、
当
時
の
会
頭
を

は
じ
め
経
済
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
著
名
人
、
文
化
人
な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
声
を

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
の
紹
介
や
声
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
女

性
会
会
員
の
実
情
を
語
る
場
も
設
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
号
で
『
東
商
L
A
D
Y
』
が
10
号
を
迎
え
、
東
商
女
性
会
の
活
動
を
歴
史
の

記
録
と
し
て
残
し
、
会
員
の
声
と
情
報
を
共
有
で
き
る
誌
面
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
『
東
商
L
A
D
Y
』
が
東
商
女
性
会
会
員
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
女
性
会

の
皆
様
、
そ
し
て
新
た
に
参
加
さ
れ
る
女
性
経
営
者
の
皆
様
へ
の
情
報
を
発
信
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

1991年～2006年

『
東
商
婦
人
』
創
刊
か
ら
『
東
商
L
A
D
Y
』
第
10
号
ま
で
の
歩
み

○
全
国
商
工
会
議
所
婦
人
会
連
合
会

　
ア
メ
リ
カ
視
察
研
修
会
実
施

○
甲
府
市
で
第
7
回
関
商
婦
連
総
会

　
開
催

○
第
23
回
全
商
婦
連
富
山
大
会
開
催

○
富
士
市
で
第
8
回
関
商
婦
連
総
会

　
開
催

○
全
員
参
加
の
活
動
を
目
指
し
３
委

　
員
会
に
属
す
る
６
分
科
会
を
新
設

○
第
24
回
全
商
婦
連
松
山
大
会
開
催

○
東
京
商
工
会
議
所
の
定
款
の
中
に

　
婦
人
会
組
織
が
正
式
に
位
置
づ
け

　
ら
れ
る

○
日
立
市
で
第
9
回
関
商
婦
連
総
会

　
開
催

○
第
25
回
全
商
婦
連
盛
岡
大
会
開
催

1991（平成3年）

1991（平成3年）

1992（平成4年）

1992（平成4年）

1993（平成５年）

1993（平成５年）

東
商
婦
人
５
号
 
 
渡
辺
光
子

　
東
商
婦
人
会
は
、こ
の
年
に
新
し
い
組
織
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
を
機
に

会
報
紙
『
東
商
婦
人
』
も
大
き
な
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
役
員
体
制
、政
策
・
研
修
・
イ
ベ
ン
ト
・
P
R
・
社
会
問
題

研
究
の
５
つ
の
分
科
会
に
再
編
さ
れ
、新
体
制
の
ご
挨
拶
、会
員
の
皆
様

か
ら
体
験
談
な
ど
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
元
検
事
の
堀

田
力
氏（
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
）の
事
務
所
ま
で
伺
い「
高
齢
社

会
の
く
ら
し
と
経
済
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
材
を
し
ま
し
た
。「
助
け
合

い
」
は
生
物
生
存
の
基
本
で
す
か
ら
ね
、と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

4.308.311.10

12.20

写
真
提
供
　
飯
島
モ
ト
子
常
任
顧
問

：

第25回 全商婦連盛岡大会

作
氏
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『東商婦人』創刊から『東商LADY』第10号までの歩み

東
商
婦
人
　
第
５
号

東
商
婦
人
　
第
６
号
　
45
周
年
記
念
号

東
商
婦
人
　
第
７
号

○
東
京
全
日
空
ホ
テ
ル
で
創
立
45
周

　
年
記
念
式
典
開
催

○
日
光
地
区
（
日
光
市
）
で
第
10
回
関

　
商
婦
連
総
会
開
催

○
第
26
回
全
商
婦
連
岡
山
大
会
開
催

○
阪
神
・
淡
路
大
震
災
義
援
金
を
寄
付

○
横
浜
市
で
第
11
回
関
商
婦
連
総
会

　
開
催

○
第
27
回
全
商
婦
連
大
阪
大
会
開
催

○
静
岡
市
で
第
12
回
関
商
婦
連
総
会

　
開
催

○
第
28
回
全
商
婦
連
別
府
総
会
開
催

○
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
の

　
提
案

○
10
万
会
員
体
制
の
実
現
を
目
指
し

　
て
会
員
増
強
運
動
ス
タ
ー
ト

○
ベ
ン
チ
ャ
ー
総
合
支
援
事
業
開
始

○
甲
府
市
で
第
13
回
関
商
婦
連
総
会

　
開
催

○
第
29
回
全
商
婦
連
松
江
大
会
開
催

東
商
婦
人
　
第
８
号

東
商
婦
人
　
第
９
号

東
商
婦
人
6
号
 
 
渡
辺
光
子

　
こ
の
号
は
「
東
商
婦
人
会
45
周
年
記
念
」
号
と
な
り
ま
し
た
。
45
周

年
記
念
式
典
に
配
布
す
る
と
い
う
こ
と
で
、小
泉
清
子
会
長（
当
時
）の

ご
挨
拶
に
あ
わ
せ
て
当
時
の
東
京
都
知
事
鈴
木
俊
一
氏
、東
京
商
工
会

議
所
会
頭
の
稲
葉
興
作
氏
か
ら
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
も
大
変
な
作
業
が
「
45
年
の
歩
み
」の
年
表
作
り
で
し
た
。
節
目
、節

目
の
写
真
の
収
集
を
先
輩
会
員
か
ら
お
借
り
し
た
り
、そ
の
当
時
の
お

話
を
お
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、制
作
費
が
足

り
な
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、東
商
会
員
企
業
24
社
に
広
告
を
出
し
て

い
た
だ
き
、制
作
費
に
充
当
し
て
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
記
念
座
談
会
と
し
て「
女
性
経
営
者
に
期
待
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

当
時
の（
株
）セ
ゾ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
の
堤
清
二
氏
、多
摩
大
学

学
長
の
野
田
一
夫
氏
、テ
レ
ビ
東
京
解
説
員
の
篠
原
文
也
氏
、マ
ン
ガ
家
の

美
内
す
ず
え
氏
と
、内
容
の
濃
い
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
は

吉
川
稲
美
副
会
長（
現
）が
務
め
ま
し
た
。
ほ
か
に
45
周
年
に
因
ん
で

「
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
」「
会
員
の
声
」
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん

の
記
事
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
の
会
報
が
出
来
上
が
る
直
前
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、記
念

式
典
の
当
日
に
届
い
た
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、大
変
苦
労
の
多
い
作

業
で
し
た
。
し
か
し
担
当
し
た
メ
ン
バ
ー
の
団
結
と
達
成
感
を
味
わ
え
た

経
験
は
、今
で
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
担
当
し
た
メ
ン
バ
ー
一
同
、大

変
で
し
た
が
頑
張
り
ま
し
た
。

東
商
婦
人
９
号
〜
10
号
　
田
中
三
伊

　
東
商
婦
人
９
号
、10
号
は
飯
嶋
副
会
長（
当
時
）

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
25
名
の
広
報
部
会
員
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
東
商
婦
人
会
50
周
年
を
ひ
か

え
て
対
外
的
に
婦
人
会
活
動
の
P
R
に
関
し
て
は
、

東
商
婦
人
ほ
か
に
「
F
U
N
」
通
信
を
３
回
発
行
、

情
報
を
流
し
ま
し
た
。
全
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
自
由

に
ご
意
見
を
戴
き
、打
ち
解
け
た
話
し
合
い
の
中

で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
東
商
婦
人
会
50
周
年

の
企
画
概
要
の
ほ
か
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運

動
」の
提
案
、環
境
に
関
す
る
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
勉
強
会
な
ど
、当
時
と
し

て
は
画
期
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　
各
界
著
名
の
８
名
の
方
々
に
は
メ
ン
バ
ー
が
一
対
一

で
対
応
し
、一
年
を
展
望
し
て
い
た
だ
き
、内
容
も

豊
に
な
り
ま
し
た
。「
私
の
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
紙
面
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
会

員
の
事
業
紹
介
・
新
入
会
員
の
ご
紹
介
も
は
じ
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
商
婦
人
５
号
〜
８
号
　
福
原
美
里

　
編
集
と
い
う
作
業
は
、仕
事
と
は
関
係
の
な
い
初
め
て
の
事
な
の
で
、文

字
組
や
段
組
、レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
紙
面
構
成
が
私
自
身
の
勉
強
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
広
報
と
い
う
場
で
得
た
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、担
当
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
２
〜
３
年
後
に
つ
く
っ
た
B４
判
の「
か
わ
ら
版
」（
会
社
の
顧

客
あ
て
）作
成
の
き
っ
か
け
、よ
い
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
知
っ
て

お
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
感
想
で
す
ね
。
す
ご
く
役
に
立
ち
ま
し

た
。
広
報
で
の
経
験
が
こ
の
自
社
の「
か
わ
ら
版
」
を
出
す
勇
気
を
生
み

出
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

1993（平成5年）

1993（平成5年）

1994（平成6年）

1994（平成6年）

1995（平成7年）

1995（平成7年）

1996（平成8年）

1996（平成8年）

1997（平成9年）

1997（平成9年）

1.21 1.23 5.12 5.20 11.20
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『東商婦人』創刊から『東商LADY』第10号までの歩み

1998（平成10年）

1998（平成10年）

1999（平成11年）

1999（平成11年）

2001（平成13年）

2001（平成13年）

2000（平成12年）

2000（平成12年）

東
商
婦
人
　
11
号
　
　
小
林
栄
子

　
「
時
代
の
流
れ
を
取
り
入
れ
て
、内
容
を
少
し
変
更
し
て
い
こ
う
」
と

う
い
う
事
、さ
ら
に
婦
人
部
を
P
R
し
て
「
東
商
婦
人
部
50
周
年
」
に

向
け
て
会
員
募
集
を
行
い
、若
い
人
た
ち
と
交
流
し
た
い
、と
い
う
思
い

を
持
っ
て
小
泉
清
子
会
長（
当
時
）よ
り
の
提
案
も
あ
り
、新
し
い
広
報

紙
に
な
る
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。
小
泉
清
子
会
長（
当
時
）の『
本

音
』で
こ
と
に
あ
た
る
。
経
営
者
が『
本
音
』で
付
き
合
う
。
と
い
う
テ
ー

マ
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、皆
さ
ん
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
50
周
年
の
記
念
事
業
が
終
わ
り
、新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。こ
の
時
期
に

は
３
分
科
会
が
で
き
、会
員
の
活
動
充
実
を
紙
面
で
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
。こ
う
し
て
、前
向
き
な
女
性
会
の
歩
み
を
つ
く
る
と
い
う
考
え
が
、

広
報
紙
の
充
実
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
東
商
婦
人
』か
ら『
東
商
L
A
D
Y
』へ
 

情
報
広
報
委
員
：
井
上
象
英

 
当
時
私
は
、交
流
・
広
報
担
当
委
員
長
で
し
た
。

常
任
理
事
と
言
う
任
を
お
受
け
し
て
、始
め
て
の
会
議
に
於
い

て
委
員
長
と
し
て
の
広
報
活
動
計
画
「
3
つ
の
指
針
」
を
提
案

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
其
れ
は
　
①
会
員
相
互
の
交
流
を
図

る
　
②
女
性
会
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
化
　
③
女
性
会
の
広
報
P
R

活
動
で
す
。

 
創
立
50
年
を
迎
え
た
こ
の
年
、齋
藤
会
長
の
も
と「
新
生
女

性
会
」
と
し
て
対
外
的
に
も
様
々
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る

に
当
た
っ
て「
心
と
心
を
つ
な
ぐ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た

の
で
す
。

　
企
画
案
に
は
「
東
商
女
性
誌
」
年
2
回（
春
・
秋
）の
発
行
が

あ
り
ま
し
た
。こ
の
時
の
テ
ー
マ
は
＝
情
報
の
記
録
と
反
映
＝

で
す
。
会
員
相
互
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、委
員
会
全
員
で
作
り

上
げ
る
予
定
で
し
た
。
当
時
は
交
流
委
員
会
も
同
時
に
担
当

し
て
い
た
の
で
、新
年
会
や
旅
行
会
、関
商
婦
連（
当
時
の
呼
称
）

な
ど
と
企
画
進
行
事
項
が
多
岐
に
わ
た
り
、広
報
へ
の
検
討
委

員
会
そ
の
も
の
が
紛
糾
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
68
名
の
委

員
全
員
で
取
り
組
む
こ
と
は
大
変
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
考
え

た
の
が
、広
報
分
野
に
明
る
い
人
材
、そ
し
て
広
報
活
動
に
興

味
の
あ
る
委
員
を
自
薦
他
薦
で
募
集
し
た
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、交
流
・
広
報
委
員
会
を
交
流
グ
ル
ー
プ
と
広
報
グ

ル
ー
プ
に
分
け
る
提
案
を
し
た
わ
け
で
す
。
有
難
い
こ
と
に
有

志
が
1３
人
も
集
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
皆
様
は
自
社
の
職
業

分
野
で
は
無
い
た
め
、編
集
や
印
刷
に
関
し
て
は
専
門
家
を
・・・

と
言
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、広
報
グ
ル
ー
プ
の
委

員
の
ご
紹
介
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
魂
に
富
ん
だ
編
集
会
社（
当
時

は
予
算
が
少
な
か
っ
た
の
で
）に
ご
協
力
を
求
め
た
訳
で
す
。
企

画
、取
材
、記
事
の
執
筆
、写
真
な
ど
、委
員
は
全
て
が
新
鮮
な

体
験
で
し
た
。

東
商
婦
人
　
第
10
号

東
商
婦
人
　
第
11
号

東
商
L
A
D
Y
　
創
刊
号

東
商
婦
人
　
第
12
号

山口信夫日商・東商会頭（旭化成株式会社
会長）より「健康な日本の創造を目指して」と
題したご挨拶と、女性経営者が持つ豊かな
感性とバイタリティーあふれる行動力が新世
紀を担う原動力になる、との励ましの言葉に
感激。また、斉藤朝子会長から「凛として変
革の力」を寄稿頂き、パワーアップ2001の組
織基盤強化が発表されました。

○
成
田
市
で
第
16
回
関
商
女
性
連
総

　
会
開
催

○
第
32
回
全
商
婦
連
横
浜
大
会
開
催

○
斎
藤
朝
子
会
長
の
も
と
新
生
女
性

　
会
ス
タ
ー
ト
。
小
泉
清
子
前
会
長

　
は
名
誉
会
長
に

○
「
婦
人
」
の
文
字
を
「
女
性
」
に

　
変
更

○
浦
和
市
で
第
17
回
関
商
女
性
連
総

　
会
開
催

○
東
商
女
性
会
会
員
増
強
推
進
運
動

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
2
0
0
1
実
施

○
第
33
回
全
商
女
性
連
岐
阜
大
会
開

　
催

○
熱
海
市
で
第
15
回
関
商
婦
連
総
会

　
開
催

○
第
31
回
全
商
婦
連
高
知
大
会
開
催

○
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
東
商

　
婦
人
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
及

　
び
国
際
女
性
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
を
開
催

○
前
橋
市
で
第
14
回
関
商
婦
連
総
会
開

　
催

○
第
30
回
全
商
婦
連
千
葉
（
幕
張
）

　
大
会
開
催

1.231.281.2610.5

第32回 全商婦連横浜大会東商園遊会

10

○
山
口
信
夫
氏
が
第
19
代
会
頭
に
就

　
任



2006. April●5

『東商婦人』創刊から『東商LADY』第10号までの歩み

東
商
L
A
D
Y
　
第
４
号

東
商
L
A
D
Y
　
第
５
号

東
商
L
A
D
Y
　
第
７
号

東
商
L
A
D
Y
　
第
８
号

東
商
L
A
D
Y
　
第
９
号

東
商
L
A
D
Y
　
第
６
号

東商女性会少子化問題委員会発足を
巻頭記事に。関東商工会議所女性会
連合会東京総会、パワーアップ05-07な
どの活動報告が満載。関東商工会議
所女性会連合会東京総会での石原東
京都知事の特別講演を掲載。

スペシャルコーナーは「人に歴史あり」
です。ご登場は、小泉清子名誉会長。
その沿革を求めて取材をさせて頂き、（株）
鈴乃屋の歴史をたっぷり語って頂きま
した。

広報委員も蓼科フォーラムのセミナー（一
泊二日）に参加して取材記事を掲載。会場
にパソコンを持ち込み、初めて同時取材をし
ました。この号から、編集の基礎データーが
決まり、今日のスタイルになりました。

特集は関東商工会議所女性会連合会・
東京商工会議所女性会共催の「筑
紫哲也氏講演会」に、ジャーナリストと
しての立場からグローバルな時代に緩
急自在の生き方を提言して頂きました。

今号は、創立５５周年記念事業にスポ
ットを当て、「東商女性会５５年の歩み」
全体を構成編集。また、今後の女性会
活動に向け、齋藤朝子会長と吉川稲
美副会長を囲んだ座談会も掲載しまし
た。

新体制のスタートを特集。第36回全国商
工会議所女性会連合会東京総会を総力
を上げて取材。小泉清子全商女性連会
長退任の挨拶、記念座談会を誌上にて
再現。「ぶらり東京の旅」連載開始。この
号からメディアに登場した会員の紹介コー
ナーを開設しました。

○
蓼
科
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
2
泊
3
日
サ

　
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催

○
組
織
再
編
で
現
在
の
3
担
当
制
に

　
な
る

○
宇
都
宮
市
で
第
19
回
関
商
女
性
連
総

　
会
開
催

○
第
35
回
全
商
女
性
連
青
森
大
会
開

　
催

○
関
商
女
性
連
・
東
商
女
性
連
共
催
で
筑

　
紫
哲
也
氏
講
演
会
開
催
、
創
立
55
周

　
年
記
念
事
業
開
催

○
第
20
回
関
商
女
性
連
総
会
開
催

○
第
36
回
全
商
女
性
連
東
京
総
会
開

　
催

○
関
商
女
性
連
と
共
催
で
宮
尾
登
美
子
氏

　
講
演
会
を
開
催

○
少
子
化
問
題
委
員
会
発
足

○
東
京
で
第
21
回
関
商
女
性
連
総
会

　
開
催

○
第
37
回
全
商
女
性
連
名
古
屋
総
会

　
開
催

○
東
商
女
性
会
会
員
増
強
推
進
運
動

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
2
0
0
5-

0
7
実
施

東
商
L
A
D
Y
　
第
２
号

東
商
L
A
D
Y
　
第
３
号

経営問題委員会の活動特別レポート「女
性経営者の資金調達」に的を絞った
取材が大変好評。また、社会問題委員
会での研究テーマ「食育」では提言内
容も折り込まれ、研究の成果が大いに
評価されました。

スペシャル特集「歴史を語る」で、座談
会を企画。小泉清子名誉会長はじめ飯
嶋モト子常任顧問、谷静子相談役、齋
藤朝子会長にご出席頂き、伝統ある女
性会の歴史と楽しい思い出話をお聞か
せ頂きました。

2002（平成14年）

2002（平成14年）

2003（平成15年）

2003（平成15年）

2004（平成16年）

2004（平成16年）

2005（平成17年）

2005（平成17年）

○
土
浦
市
で
第
18
回
関
商
女
性
連
総

　
会
開
催

○
第
34
回
全
商
女
性
連
福
岡
大
会
開

　
催
、
「
女
性
起
業
家
大
賞
」
創
設

○
社
会
問
題
委
員
会
が
「
食
育
」
に

　
つ
い
て
提
言

4.54.154.14.1

10.1 10.1 10.1 10.5

○
「
メ
ン
バ
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
」

　
開
始

○
メ
キ
シ
コ
経
済
連
携
協
定
（
E
P
A
）

　
発
効
に
伴
う
特
定
原
産
地
証
明
書

　
の
発
給
を
開
始
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2
0
0
6
年
を
迎
え
、
皆
様
は
気
持
ち
も
新
た
に
今
年
も
前
向
き
に
、
公
私
と

も
に
張
り
切
っ
て
お
い
で
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
わ
が
国
で
は
、
子
供
の
出
生
率
が
過
去
最
低
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
総

人
口
が
初
め
て
減
少
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
高
齢
化
、

そ
し
て
人
口
減
社
会
に
突
入
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
が
急
速
に

進
展
す
る
な
か
で
、
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
も
急
激
に
変
わ
り
、
女
性
の
活
躍
が

必
須
の
状
況
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
京
商
工
会
議
所
活
動
の
一
翼
を
担
う
組
織
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
東
商

女
性
会
と
し
て
も
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
具
申
や
政
策
提
言
等
の
活
動
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
相
応
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
皆
様

と
共
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
秋
、
ジ
ェ
ト
ロ
厚
生
会
主
催
の
中
国
視
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
全
国
の
女

性
会
の
方
々
と
と
も
に
私
も
団
長
と
し
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
が
、
中
国
で
は
私

企
業
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
僅
か
十
数
年
の
間
に
、
全
経
営
者
の
約
20
％
を
女
性
が

占
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
は
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
で

は
僅
か
5.6
％
で
す
。

　
日
本
の
女
性
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
し
、
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
築
く
た
め
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
さ
ら

な
る
躍
進
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会長・副会長の挨拶と今後の方針

〜
さ
ら
な
る
「
躍
進
」
を
め
ざ
し
て
〜

　
　
　
　
　
　
会
長
　
齋
藤
　
朝
子

今
こ
そ
女
性
経
営
者
の
活
躍
を

 
 
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
吉
川
　
稲
美

２
０
０
６
年
活
動
思
考
―
女
性
役
員
の
パ
ワ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
山
崎
　
登
美
子

 

本
年
も
輝
か
し
い
年
を
お
迎
え
の
事
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

 
昨
年
よ
り
東
商
女
性
会
は
組
織
基
盤
強
化
の
た
め
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
私
は
文
京
区
、
足
立
区
、
台
東
区
、
北
区
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、

各
地
区
会
員
皆
様
の
意
欲
的
な
活
動
で
、
少
し
ず
つ
成
果
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
行
動
を
し
て
、
運
動
を
盛
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
皆
様
に
も
益
々
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
会
長
も
お
考
え
の
地
区
女
性
役
員
増

強
活
動
で
す
。
い
ま
各
地
区
の
新
年
会
や
役
員
、
会
等
に
出
席
し
、
活
発
な
活
動
を

拝
見
す
る
中
で
、
気
に
な
る
こ
と
は
女
性
役
員
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
今
年
の
女
性

会
は
、
各
地
区
の
女
性
役
員
増
強
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
み
て
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
今
年
も
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
活
動
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
何
卒
ご
協
力

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
耐
震
偽
造
や
ラ
イ
ブ
ド
ア
な
ど
の
一
連

の
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
、
経
営
者
が
ど

の
よ
う
な
「
目
的
」
を
持
ち
「
何
を
座
標
軸
に
し
て
価
値
判
断
を
す
る
の
か
」
経
営
ト

ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、
経
営
理
念
・
企
業
倫
理
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
女
性
会
の
活
動
を
通
し
て
お
互
い
に
交
流
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
ま
た
学
び
あ
い
な

が
ら
「
女
性
の
特
質
」
を
生
か
し
た
活
動
が
出
来
ま
し
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
為
に
も
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
積
極
的
に
女
性
会
の
活
動
に
参
加
し
て
頂

き
、
幅
広
い
意
見
を
集
約
し
、
女
性
会
の
力
と
し
て
発
揮
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
私

が
担
当
し
て
お
り
ま
す
少
子
化
問
題
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
実
効
性
の
あ
る
提
言
を

ま
と
め
、
政
策
へ
の
反
映
を
も
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
な
る
女
性
経
営
者
の
力
を
結
集
さ
せ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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会長・副会長の挨拶と今後の方針

魅
力
あ
る
、
開
か
れ
た
女
性
会
を
皆
様
と
共
に
 

 
 
 
 
 
 
副
会
長
　
山
野
　
壽
子

二
十
一
世
紀
の
社
会
に
向
け
て
 

　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
安
間
　
百
合
子

企
業
間
の
連
携
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
渡
辺
　
光
子

組
織
基
盤
強
化
活
動
６００
会
員
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
小
林
　
栄
子
　

　
昨
年
よ
り
組
織
基
盤
強
化
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
会
員
を
増
や
す
こ
と
は
、
組
織
の
強
化
や
事

業
の
充
実
し
た
強
固
な
女
性
会
を
実
現
し
て
い
く
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
会

員
の
皆
様
が
『
交
流
』
『
研
修
』
『
情
報
・
広
報
』
の
三
委
員
会
へ
、
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
事
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
「
魅

力
あ
る
、
開
か
れ
た
女
性
会
」
を
皆
様
と
共
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
為
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
、
ま
ず
会
員
の
交
流
か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
　
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。
是
非
、
一
緒
に
活
動
へ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
日
本
経
済
は
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
回
復
へ
向
か
っ

て
い
る
」
と
い
う
政
府
か
ら
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
回
復
が
確
か
な
も
の
と
な

る
よ
う
に
、
女
性
の
持
つ
パ
ワ
ー
を
大
い
に
発
揮
し
て
ま
し
ょ
う
。
こ
の
1
年
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

　
戦
後
六
十
年
、
還
暦
を
迎
え
た
日
本
は
経
済
的
に

は
確
か
に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
想
像
を
絶
す
る

よ
う
な
事
件
・
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
こ
の
六
十
年
で
私
達
の

心
性
か
ら
大
事
な
部
分
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
欠
落
を
何
と
か
し
て
埋
め
て
ゆ
く
の
も
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
一

つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
予
想
よ
り
も
早
く
人
口
減
少
の
時
代
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の

国
を
再
活
性
化
す
べ
く
、
次
世
代
育
成
の
た
め
の
支
援
に
今
こ
そ
真
剣
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
女
性
会
と
し
て
は
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
少
子
化

問
題
委
員
会
を
更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
勿
論
、
昨
年
施
行
さ
れ
た
「
食
育
基
本
法
」

に
基
づ
く
健
全
な
食
生
活
に
向
け
て
の
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
商
女
性
会
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
社
会
に
貢
献
し
う
る
存
在
に
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
わ
が
国
の
経
済
界
、
産
業
界
、
社
会
全
体
が
「
何

か
お
か
し
い
」
「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
」
と
い
う

感
じ
が
す
る
な
か
で
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
財
界
人
や
有
識
者
が
、
お
金
は
「
汗
水
た

ら
し
て
」
得
る
も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
き
ま
す
。
ま
さ
し
く
東
商
女
性
会
の
経

営
者
た
ち
は
「
汗
水
た
ら
し
て
」
時
間
を
惜
し
ん
で
良
く
働
き
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
東
商
女
性
会
の
活
動
に
も
惜
し
み
な
い
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
、
社
会

貢
献
型
企
業
が
と
て
も
良
い
業
績
を
あ
げ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
成
熟
社
会
に
入
っ
た

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
、

時
代
が
求
め
る
人
材
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
生
活
者
が
求
め
る
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
て
い
る
昨
今
、
企
業
同
士
が
連
携
を
と
り
、
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
出
し
合

い
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
し
て
い
く
時
代
が
到
来
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
実
現
で
き
る
の
が
、
わ
が
東
商
女
性
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
新
体
制
と
な
り
ま
し
て
会
員
の
皆
様
が
全
力
投
球
で

組
織
基
盤
強
化
活
動
に
協
力
の
事
、
誠
に
素
晴
ら
し
い

姿
勢
で
あ
る
と
感
嘆
し
て
お
り
ま
す
。

　
景
気
の
歩
み
は
着
実
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
中
小
企
業

は
不
安
定
な
経
営
環
境
に
居
る
様
な
気
も
致
し
ま
す
。

　
し
か
し
私
達
の
東
京
に
は
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
優
れ
た
特
位
性
が
有
り
ま
す
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
女
性
会
広
場
で
交
流
を
図
り
活
発
な
強
化
活
動
を
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
一
企
業
ご
と
の
体
力
の
充
実
が
大
優
先
で
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
会
員
企
業
間
連
携
の
促
進
を
計
り
目
標
会
員
数
６００
以
上
を
目
指
し
ま
す
。
入
会

の
後
は
会
活
動
に
意
欲
を
も
っ
て
参
加
出
来
る
女
性
会
で
あ
り
ま
す
様
頑
張
り
ま
す
。

　
日
本
の
中
心
で
あ
る
東
京
の
女
性
会
と
し
て
世
界
に
飛
翔
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
飛
翔
」
は
私
の
大
好
き
な
格
言
で
す
。

　
各
企
業
の
益
々
の
活
躍
、
発
展
を
祈
念
し
、
会
員
皆
様
方
に
は
御
自
愛
専
一
に
お
励
み

下
さ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。


